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校
の
固
有
精
神
』
（
醤
ｇ
ａ
学エドゥァルト・シュプランガー（’八八二’一九穴》二〉の
教育学および青年心理学の研究に携わり、その過穏でかつ
ものＬ」なった。
筆者はまた、学者としての荊半を主として、ドイツの頑
を
よ
ぎ
る
問
題
は
、
一
体
鷺
初
等
教
育
の
本
質
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
ど
し、指導を行ってきた。この仕事につけ露幾度となく脳裏えることを止めることは竃きなかった。
篭者ばここ十年間ほど、主として小学校の敦賀を志す学
鎚に、教青学・教育心理学領域において、専任として教授
忘涛駒島星③》鴎患）として
（１）
たことがあった。その後、
か、という簡題である。これらの問題は、教員人事の場合
なぢに、ときにはきわめて深刻な鶴題となり、考察を迫る
てシュプランガーが晩年に著した小学校論の著憲を、
の
教
員
を
目
指
す
学
生
を
指
導
す
る
教
員
は
い
か
趣
ろ
人
物
が
適
切
の
よ
う
な
指
導
方
針
で
学
生
を
指
導
す
べ
き
か
、
そ
し
て
、
小
学
校
初
等
教
育
教
師
養
成
序
論
ｉ
Ｅ
．
、
ソ
ユ
プ
ラ
ン
ガ
ｉ
と
澤
柳
政
太
郎
の
初
等
教
育
論
審
還
し
て
Ｉ
、ｐＨ山己、の与堕の再鰯掛喰の罰頃、Ｈ由叶口⑩Ｈ
一九八一（昭和五六〉年に訳出し
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
帰
国
後
、
龍
に
ご
円
内
咄
Ｐ
ｕ
Ｕ
Ｂ
照
再
呪
ザ
凹
将
恥
況
於
刀
刀
勾
s言＝ヨ
ノ｣、学
簾
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
過
去
の
研
究
を
踏
ま
え
て
気
シュプランガーの小学校に関する詞またその教員養成に関
研究する方法であり、△
関する実態調鴬である。
問
題
に
つ
い
て
取
り
組
も
う
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
な取り組み方があるのであろうか。一つは比較教育学的に、
鶏国で行われている初等教育の教員養成制度および実際を
こ
の
た
び
文
学
部
初
等
教
育
専
攻
で
学
会
を
形
成
し
、
研
究
誌
を
創刊する機会に、小学校の教員養成のあり方について、取
国
際
教
育
方
面
で
仕
難
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
小
学
校
の
教
員
養成に携わってきた関係上、小学校教育の本質について湾
り
組
ん
で
み
よ
う
と
決
懲
し
た
次
第
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
と
動
機
か
ら
、
は
じ
め
に
も
う
一
つ
は
冨
本
の
醤
大
学
の
こ
の
点
に
し
か
し
こ
れ
ら
は
筆
者
の
現
状
で
は
限
岩
間
浩
初
等
教
鷲
の
教
員
養
成
で
は
ど
の
よ
う
醜
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初等教謹教師養成序論
llillllllliiIUilllⅡIlliIllIliiiiliilliIilli箸の一つである『賞際的教育蘂』（一九○七〉、『初等教育の（涛辱胃目堅騨風の嘗驫遍墨）から戦後の『教育学的展望』
考
察
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
資
料
と
し
て
は
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
Ｉ
で
は、前述の『小学校の固有精神』および『教師蕊成論』
等教育の本質および初等教育の教員養成のあり方について、
シュプランガーと瀧柳の初等教育論を手がかりとしつつ、
比較研究や実態調査のゆとりも持ちあわせていない。
いう意味で、この試みを「序論」とする所以である。今は、
このテーマに向けて、ともかく一歩を踏み出すこと、すな
わ
ち
挑
戦
す
る
こ
と
が
霞
蕊
で
あ
る
。
あるいは手がかりとして考察するという方法を取ろうと思
い立った。もとより筆者は澤柳政太郎の研究家ではぱいの
鱸霧蕊
けた纒柳政蕊（’八六五‐一九二七）の小学蕊を鑿とし
で
、
で
別
（節⑩塾画包寿の豈
そ
こ
で
こ
の
論
文
の
闇
指
す
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
愚
目
を
通
す
資
料
は
現
時
点
で
は
限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
。
いわば代表的な二人の教育学者の初等教育論をモデル、
働け⑦岡田の守吋の魂辱濟掛凰鐘邑蝉
題
ｇ
）
な
ど
、
檸
柳
で
は
薄
莱
’
２
．
．
弾
ｎ
ｎ
Ｐ
ｖ
腰
刀
刀
刀
刀
刀
己
と
か
ら
始
め
、
さ
ら
に
そ
す
る
思
想
を
整
理
す
る
と
それは初『青年の心理』（、壇・茸貝・風の轡の鞄』愚の貿呉蔚扇．］》圏）と
また、
》宅草ワ
す
る
精
神
蒋
学
的
心
理
学
の
大
著
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
労
作
の
多
く
は
教
育
学
方
面
に
お
い
て
な
さ
れ
、
『
文
化
と
教
育
』
も
糯
神
の
価
値
志
洵
を
基
礎
と
し
た
精
神
の
全
体
織
造
を
問
題
と
き
な
影
響
力
を
与
え
た
人
物
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
数
々
の
翻
訳や来日（’九三六’三七年）講演などで大変親しまれた人
物であった。
『生の諸形式』（厨睡圏的註昌の票忌隠）であり篭前者は発達心
理
学
の
著
作
、
後
者
は
人
格
心
理
学
の
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
○年代までドイツの教育学界および教育界をリードし、犬
について触れ、初等教育腱おける教師養成のあり方を尋ね、
最後に以上を参照した上での筆者の分析と譜えを述べたい。
ど
と
新
漢
字
に
改
め
て
記
述
す
る
。
改造』（全集第四巻）、『教師と教師像』（全藥第六巻）
び各種の伝記葱どを考察の手がかりとする。
で使用し爾賞際的教育學趣どの旧漢字は、
ついて述べ、次に一
順
序
と
し
て
は
薊
ま
ず
黒
人
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
に
語
句
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
ブ
ラ
ン
ガ
Ｉ
を
最
も
有
名
雁
し
た
著
作
は
蕊
エ
ド
ゥ
ァ
ル
ト
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
、
一
九
二
○
年
代
か
ら
六
（｝）
シ
ュ
プ
雷
ン
ガ
ー
の
初
等
教
誉
論
慰
の
関
心
一人が初韓錦歓青をどのように捉えていたか
初
等
教
育
と
小
学
校
教
育
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
実
際
的
教
育
学
、
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー およ
:侭
別
冊
叱
昨
別
冊
吐
咄
申
切
拶
麟
諦
尹
刀
矛
０
ｍ
瓜
昭
山
師
助
瞬
蘭
毎
月
決
弘
弘
刀
ヅ
コ
山
師
０
２
２
申
麗
鷺
龍
弘
２
２
あ
０
２
想
碕
群
、
Ａ
山
刀
２
２
：
乱
年
に
旗
く
な
る
ま
で
劇
執
筆
橘
講
演
、
ラ
ジ
オ
に
お
け
る
講
話
等
に
（堀）
鱈蕊し蕊星十字大功労鐵など数々の蕊に輝いた。
こ》」で取軌簗吠愚初簿教育分野の研究では、『ドイツ小学
狡史』二九墾九）の歴史研究の土台の上に、戦後、『現代の
小学校』二九五○）を箸じた。『教育学的震認』（一九五一）
学
者
と
し
て
著
名
葱
デ
ィ
ル
タ
イ
や
、
教
育
学
者
パ
ウ
ル
ゼ
ン
の
下
で研究し、博士号を取得（一九○五〉。Ｗ・フンポルトの研
究で大学教授資格を得、ライプッィヒ大学正教授（一九一二
あ
り
、
精
神
科
学
的
心
理
学
者
、
教
育
学
者
、
哲
学
者
な
ど
の
多
面
性あるスケールの大き葱学者であった。没後に全集全十一
巻が刊行されている。
彼はベルリンで生まれ、ベルリン大学に入学し、生の麺
好
箸
が
あ
り
繭
ま
た
共
同
編
集
し
た
『
ペ
ス
ク
ロ
ッ
ッ
ィ
全
集
』
（
批
判版）の刊行二九二七～一九七六）及びペスタロヅッィ研
いから辞職し容謡ニービン俵シ大学正教授（一九四六～五一一一）
を
務
勤
諭
こ
の
間
ボ
ン
「
鍵
本
法
』
設
定
に
も
携
わ
り
、
一
九
六
宝
ｊ
○
青
制
度
史
の
研
究
者
、
究
醤
と
フ
レ
ー
ベ
ル
研
究
醤
等
で
判
る
よ
う
に
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ッ
ィ
や
プ
レ
１
ベ
ル
研
究
の
第
一
人
者
、
教
育
思
想
の
歴
史
研
究
家
、
戦
二
○
～
座
尋
を
務
め
る
。
戦
後
一
時
ソ
連
占
領
下
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
総
長
二
九
四
五
）
に
な
る
が
、
政
瀦
当
局
と
の
思
想
的
立
場
の
違
い思想の著作から穗
（罰稗凰蝕胸◎胸瀞ｏ轍、
を
経
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
擦
学
と
教
育
学
の
正
教
授
、の鳳口の澪曾③国』①望）等における一連の
ゲーテやシラｉの研究者、崇教的な深
文
化
哲
学
的
か
つ
生
の
哲
学
的
著
作
な
ど
が
』
Ｆ
ヰ
ヅ
卸
久
ロ
免
卍
Ｐ
扮
働
品
ｈ
唖
二
九
よ
っ
て
測
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
一
般
的
国
民
教
育
の
広
く
確
固
と
レ
オ
ン
一
世
の
軍
に
破
れ
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
蝋
に
占
領されていたとき、愛国の橘あふれるフィヒテ（一七六二Ｉ
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
、
第
二
次
世
界大戦後の敗戦国ドイツで、初等教育のあり方に”願する考
察
に
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
熊
か
つ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
が
ナ
ポ
枝
は
、
ど
の
国
、
ど
の
州
で
あ
れ
、
そ
の
文
化
状
態
を
示
す
決
定
鮒
粒
（巧）
尺
度
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
小
学
校
教
育
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
し
た
基
礎
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
土
構
の
上
に
ほ
か
の
教
育
機
関
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
が
そ
び
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
小
学
分
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
の
心
の
中
を
占
め
て
い
た
最
大
の
も
の
催
、
小
学
桜
に
つ
い
て
の
心
配
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
再
建
の
も
っ
と
も
急
を
要
す
る
部
め
、
つ
い
に
『
小
学
校
の
固
有
精
神
』
二
九
五
五
）
に
お
い
て
、
ま
とまった初霧教育論を展開し、その続編として教師論『生
ま
れ
な
が
ら
の
教
育
者
』
（
’
九
砺
八
）
を
記
し
て
い
る
。
シ
ュ
プ
ラ
「
あ
る
国
民
が
達
成
し
た
文
化
の
繍
さ
は
、
そ
の
理
由
か
ら
も
っ
と
も
重
要
江
灘
は
、
『
小
学
校
の
蝋
有
糖
神
』
と
（３）
『生まれながらの教育醤』である」と錘竺白しているのである。
ソガーが一：略買伝」
の
大
半
で
小
学
校
教
育
に
関
す
る
原
理
・
本
質
に
関
す
る
考
察
を
進
（一一）露ユプランガーの初等教寶論
彼は繭に蕊げた『ドイツ小学校史』急九四九
の
中
で
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
再
建
を
願
っ
て
『
私
近
年
響
い
た
数
多
く
の
も
の
の
中
で
、
急
九
四
九
）
の
管
頭
で
、
個
々
の
突
出
し
た
業
績
に
3４
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礎
で
あ
る
点
を
強
調
す
為
の
み
で
な
く
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
進
ん
で
、
初
等
岬
叙
育
の
あ
り
方
を
深
く考察したところに、シュプランガーの面目が現れている。
そ
れ
臓
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
Ｉ
．
記
で
見
た
よ
う
に
、
初
等
教
育
の
あ
り
方
は
、
国
家
の
運
命
を
も
荒
右
す
る
重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
シ
再
建
の
基
礎
と
な
る
と
鶉
張
し
た
伝
統
を
踏
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
この見解は蕊後に露柳政太郎の初等教育論に見るように、
初
等
教
育
を
国
民
教
育
の
基
礎
で
あ
り
、
根
幹
で
あ
る
と
い
う
思
想
一
八
一
四
）
が
鯛
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
講
堂
で
毎
日
曜
日
に
行
っ
た
死
を
鶏した講演「ドイツ国民に告ぐ』（’八○七－八年）で、ペス
タ
ロ
ッ
ッ
ー
の
方
法
に
よ
る
（
初
等
）
教
育
の
再
建
こ
そ
が
、
ド
イ
オ
ン
・
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
ニ
八
六
四
Ｉ
（５）
至賑』の教育論への適鱒である。
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
闘
有
な
糖
神
と
い
う
概
念
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
出
身
の
ド
イ
ツ
の
生
物
学
饗
・
ヤ
コ
ブ
・
フ
固
有
な
環
境
世
界
を
有
し
て
い
る
、
た
と
え
ば
花
の
密
は
ミ
ツ
バ
チ
に
と
っ
て
は
特
殊
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
生
物
に
と
っ
て
は
密
は
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う
戦
意
味
を
持
た
ず
穗
別
蔵
も
に
通
じ
て
い
る
。
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
こ
の
考
え
を
徹
艤
し
て
爵
上
り
、
各
々
の
生
物
は
、
感
覚
器
官
の
形
式
の
違
い
に
よ
っ
て
、
個
々
よ
っ
て
、
同
一
の
対
象
（
環
畷
）
も
異
な
っ
て
知
覚
さ
れ
る
の
で
あ
彼
の
初
等
教
育
論
で
顕
著
な
こ
と
は
、
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
に
よ
る
と
、
生
物
の
感
覚
器
宮
の
形
式
の
違
い
に
一
九
四
四
）
の
「
新
環
境
世
界
所としつつ、
単
に
小
学
校
が
教
育
の
基
小
学
校
に
は
固
有
な
精
神
了
可
Ｐ
ｕ
、
曲
押
、
僻
Ｐ
Ｕ
ｕ
ｖ
軒
凸
研
従
っ
て
、
初
等
教
育
に
は
中
等
教
青
や
そ
の
他
の
学
校
と
区
別
さ
れ
る
閲
有
な
精
神
が
存
識
す
る
こ
と
を
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ィ
の
思
想
な
ど
を
援
用
し
つ
つ
主
張
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
小
学
校
は
、
そ
こ
に
紫
生
物
学
者
で
嫁
な
い
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
が
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
こ
の
参
釈
し
て
き
た
従
来
の
鶴
物
学
に
新
蹴
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
界
を
拠
り
所
と
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
脱
主
観
的
で
霧
観｛Ｔ］
的
救
世
界
へ
と
渡
す
「
橋
」
の
役
割
と
類
比
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
ば
こ
と
が
ら
に
向
か
っ
て
も
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
龍
観
的
な
世
界
か
ら
客
観
鮒
な
世
界
へ
と
誘
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
学
校
の
任
務
は
子
ど
も
に
親
密
で
主
観
的
救
世
あ
り
、
身
近
な
も
の
を
通
し
て
有
機
的
・
全
体
的
に
学
ぶ
段
階
に
あ
る
こ
と
、
同
時
に
子
ど
も
た
ち
は
、
具
体
的
な
曰
懲
的
な
も
の
を
拠
り
た
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
が
、
感
牲
の
先
天
的
形
式
と
悟
性
の
先
天
的
形（５）
式からなる認識聿耐に通ずるものを感じたからに違い江い。
元
的
環
境
論
腱
共
鳴
し
た
の
は
、
新
カ
ン
ト
派
哲
学
に
親
し
ん
で
い
を
見
る
煎
場
は
愚
か
ら
受
け
取
ら
れ
る
１
．
の
が
特
殊
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
１
．
こ
の
よ
う
に
爾
一
の
環
境
も
種
の
別
に
よ
っ
て
そ
れ
は
、
蕊
な
っ
た
環
境
世
界
と
し
て
各
生
物
ぷ
子
ど
も
た
ち
の
糯
神
が
未
分
化
・
金
体
的
・
畿
活
的
以
上
の
よ
う
に
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
、
初
等
教
育
（
小
学
校
教
菅
）
と
も
あ
れ
シ
ニ
プ
ラ
ン
ガ
１
は
、
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
新
環
境
論
に
人
類
の
文
化
的
な
精
燕
と
い
う
べ
き
高
度
で
抽
象
的
人
間
の
立
場
か
ら
何
の
疑
問
も
な
く
生
物
界
を
解
こ
の
生
物
の
個
々
の
立
場
か
ら
鵬
物
騨
・
具
体
的
で
3５
氏
決
功
労
弱
湧
溌
酪
鄙
的
帥
助
切
削
帥
砠
Ⅲ
Ⅸ
皿
既
肘
昭
助
肘
Ⅸ
肘
掛
阯
出
興
出
曲
月
串
窃
刀
刀
刀
、
民
⑰
ご
虫
、
￥
刀
皿
刀
田
ｉ
ロ
田
■
鱒
＃
咄
盗
ヴン為〈一八三二－一九二○）はその代表的な学者であり、実
験室を作り、生理学的な感覚に関する実験を繰り返して戴心
の要素を探ろうとしたため、彼の心理学は、要素観的実験
心理学と呼ばれる。一方、ロシアの生理学者Ｉ・パヴロフ
（一八四九’一九三六）は、犬の唾液に関する実験から、刺激
と反応の条件反射説を唱えると、アメリカのＪ・ワトソン
方
法
で
開
拓
し
穂
学の分野でも同じ方法により、細胞の櫛造の発見を始めと
する数々の進歩が得られた。そこで心理学分野でも同様蔵
を
築
い
た
十
九
世
紀
か
ら
一
体の背骨のごとく、彼の思想全体の骨籍を形作っている。
物理学や化学が物を分析的に究明しようとし、分子・原
子・電子というように、物質の要素を解明し、多大な進歩
そ
こ
で
次
に
、
彼
の
教
師
養
成
論
を
見
て
い
く
段
階
に
な
る
。
こ
のことのた秘に職、前もって穂波の精神科学。哲学の根本
思想である「有機的全体観」との関連に触れる必要がある。
たのみならず、小学校を次の段階への単救ろ通過機関とし
てではなく、固有な精神に基づく、撒祷な価値と役割を持
つ
も
の
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
を国家再建の基礎であり、国民教育の基礎であると見てい
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
お
け
る
生
命
の
（一一）
録
ユ
プ
義
ン
葱
１
腱
お
け
る
独
立
し
た
学
問
を
目
指
す
学
者
た
ち
が
い
た
。
有
機
的
全
体
観
占
教
師
養
成
論
一十世紀にかけての時代に、
麹有機的全体観」は、人
生
命
科Ｗ・
し
た
。
し
て
い
た
し
、
Ｗ
・
ジ
ェ
ｉ
ム
ス
診るホリスティック医学及びホリスティック畿命科学を提
蝋した。他にも、ｓ・フロイト（一八五六Ｌ九三九）やＣ・
○
）
は
一
九
二
○
年
代
に
一八）やＷ・ディルタイ（》八三三’一九二）の思想は、生
命の本質を理生きた有機約な全体性とする生命哲学を形成
っのまとまりとして捉えることを実証し覇ゲシュタルト（形
態）心理学を提唱したし軽Ｈ・ベルグソン（’八五九－一九
一九一○～二○年代に、物理学における場の理論を応闇
して心理爽験を重ねたドイツの心理学者達は、人の感覚は
要素を集めたものとして物を捉えるのでは趣く、全体を一
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
芯
、
も
の
で
あ
る
と
か
、
心
は
各
部
分
〈
のではなく、全体的に機能し、
て、生命とか心の働きは、要素に還元できるものではない。
それは単に要素を加えた以上のものであり、分析不可能な
要素に還元できるとして、要素観総行動主義を唱えた。こ
うして初期の行動主義心理学では、見る鼠とのできない心
は
研
究
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ユ
ン
ク
（
一
八
七
五
－
一
九
六
ご
ユ
ー
イ
ニ
八
五
九
’
一
九
五
二
）
⑤
八
七
八
－
一
九
五
八
）
こ
の
よ
う
蔵
要
素
還
元
篭
義
的
生
命
観
に
基
づ
く
心
理
学
に
対
し
南
ア
フ
リ
カ
の
思
想
家
Ｊ
・
ス
マ
心
は
各
部
分
の
要
素
の
集
ま
り
で
で
き
て
い
ろ
は
、
動
物
や
人
の
行
動
は
刺
激
と
反
応
と
の
、人体を部令窓胸にではなく、
皿
Ｊ
Ｅ
Ｆ
低
已
砂
守
可
可
印
砂
尹
可
印
出
、
、
毎
凹
、
偶
ｙ
Ｇ
Ｃ
八
四
二
－
一
九
》
ｏ
）
や
Ｊ
，
デ
全
体
観
的
心
理
学
が
台
頭
し
茂
。
の
機
能
主
義
的
心
理
学
も
ダ
稲
ナ
の
深
慰
心
理
学
も
こ
の
傾
向
を
有
全
体
の
構
造
と
か
形
態
を
把
握
シ
シ
二
八
七
○
Ｉ）１－丸汽
全体的に
3６
』■ｎ冊曾尹熟語弘的冊帥帥帥帥触帥帥刑肘囮路型』角野弘刀砂』押申融黙勘段段（ツ凹要莇薮齢助既郎日刀区月凹申ｗ雅弘可⑰⑰ＵＥＵＥ辞ソ｜巳可ｗ訟刀肋印、酌もＵ＄》卍鷺あみ刀助暉叺、曲男りり⑰刀勾
初等教管教師縫成朧論
（軍①円駒ｇＣ蔚葺の浮図③蔚駄］や認）の中で、シュプランガーは
人
間
形
成
援
助
者
と
し
て
の
教
慧
者
の
生
き
方
及
び
教
育
愛
の
本
藺
こ
の
よ
う
な
思
想
を
持
つ
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
あ
っ
て
は
、
初
等
教育段階の子どもたちは、まさに全体的な生の鴬みのただ
葱かに生きる存在であり、家庭・郷土（地域社会）・生活と
学
（
灘
解
心
理
学
）
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
同
を
下
に
、
たとえば彼の代褒作の『青年の心理』〈’九二四）の第一
章
に
お
い
て
、
明
確
に
要
素
観
的
心
理
学
を
批
判
し
、
人
の
価
値
志
また価値論の研究を通して、この有機的全体観の生命哲学・
精
神
科
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。
らないと彼は考える。特に晩年の『雑まれながらの教育者』生きようとするのであるから、学者的に、芸術家鮒に、ま
雷
じ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
の
子
ど
も
を
相
手
と
す
に
あ
る
こ
の
よ
う
蔵
子
ど
も
の
精
神
世
界
に
応
じ
る
戦
意
の
あ
り
方
を、子どもの生きる郷土に根鷲す「郷土科の原理」、作ると
る教師は冨
ミ
ッ
ク
な
全
体
観
を
示
し
て
い
た
。
に
つ
い
て
、
深
く
追
求
し
て
い
る
。
い
っ
た
も
の
と
有
機
的
に
結
合
し
た
生
を
鴬
む
存
在
で
あ
る
と
捉
え
い
う
人
間
の
根
源
活
動
を
励
ま
す
「
労
作
の
原
理
』
、
共
に
助
け
合
っ
く
る
が
竃
ユプランガーは、ペスタロッッィやゲーテの研究を適して、挙げている（函・Ｐ国・］岩Ｉご）⑥
彼
縢
『
現
代
の
小
学
校
』
魚
九
五
○
）
の
中
で
、
初
等
教
育
段
階
生命の哲学雲ディルタイから深い思想豹影響を受けたシ
変
化
し
発
達
す
る
携
命
の
深
い
理
解
者
で
蔵
く
て
は
粒
心
理
の
全
体
構
造
の
把
握
を
主
体
と
す
る
、
了
解
心
理
価
値
に
集
中
し
、
専
門
化
と
分
化
の
道
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
教
青
者
は
人
簡
形
成
（
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
）
の
援
助
に
従
事
大
著
を
続
け
ざ
ま
に
著
す
生
産
的
な
時
期
に
当
っ
て
い
る
。
あ
り
（
Ｐ
”
国
鶴
詔
）
、
総
合
大
学
の
も
と
で
養
成
さ
れ
る
べ
き
で
た
技
術
者
的
に
、
一
方
向
に
蕊
中
す
る
鱗
活
様
式
に
と
ど
ま
る
の
で
は
趣
く
、
生
そ
の
も
の
を
そ
の
統
一
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
で
し
語
○）や『背鰭の心理』（》九二四）芯どの精神科学的心理学の
価
繍
を
追
求
す
る
人
間
形
成
者
大
学
（
ビ
ル
ド
ゥ
ナ
ー
・
ホ
ッ
ホ
シ
（日）
ユーレ）榊想を示したのが、『教師養成論』（一九二○）であ
こ
の
よ
う
な
教
欝
者
（
特
に
初
等
教
育
の
担
当
者
）
の
本
質
腱
関
する雰繋から、シュプランガーはドイツにおける教員蕊成
のあり方が将来、学問の専門化の道を歩む総合大学でなさ
るべきである（Ｐｍ・屋患－蜀）と説張する。
人
間
形
成
者
大
学
の
学
生
は
、
高
等
学
校
の
卒
業
試
験
を
通
っ
て
は
趣
く
、
人
間
形
成
の
糒
神
に
基
づ
く
人
間
形
成
者
大
学
で
蔵
さ
れ
れ
ろ
機
運
に
危
蝋
の
念
を
抱
き
、
人
間
形
成
（
ピ
ル
ド
ゥ
ン
グ
）
的
て生きる術を励ます『共同社会的教育の原理」、そして価値
の世界へと内心を揺り動かす「内界覚醒の原理」の四つを
った。この時期のシュプランガーは、『生の諸形式』（》九『
彼
に
よ
る
と
ド
イ
ツ
が
誇
る
伝
統
的
な
総
合
大
学
は
、
被
教
育
醤
の
全
砺
的
生
命
の
発
達
を
願
う
人
間
形
成
的
価
値
に
専
門
と
し
て
教
育
学
だ
け
を
や
っ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
は
知
的
認
識
3７
、財‘ぬ承玲酩貯ＭＭＭ冊ＭＭＭ助朗Ⅸ卍ⅢⅢ瓜睡品Ｕ武石鰯沈嚴刀刀刀刀刀刀ＵＵへぺ軽亜距距晦呼誌助刀協瞬罰刀刀刀刀留珪ｎ月盟諮刀刀刀刀刀ロＵ・将ＡＰ刀、
治一遁年爾忌○歳で東京帝鬮大学文学部哲辮科に入学。勉
学に精を出す一方、様々葱人物と交流し、かつ陸批競技、
ボ
ー
ト
、
蚤
山
、
旅
行
蔵
ど
を
楽
し
み
、
に
基
礎
を
置
く
「
人
間
形
成
者
大
学
」
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
Ｉ
１
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。（９）
（四）澤柳の教育経験
樺柳政太郎魚八六五－》九二七）は、信州・松本（市）の
士
族
の
優
男
と
し
て
生
ま
れ
、
二
歳
の
年
に
一
家
で
上
京
し
誌
明
蘭
す
る
顔
要
較
要
素
で
あ
る
。
え
、
子
ど
も
の
精
神
の
発
達
段
階
と
関連して、小学校には固有の精神泄界があり、闘穗の役割
酒
・
禁
煙
を
つ
ら
ぬ
く
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
た
。
大学卒業後、文部省に入り、総務局文響課長、
がて明治期の名僧・雲照律師から深い宗教的感化を受け、禁
がある。三、
とめると、一、初等教育機関は、将来の鬮家のあり方を茂の仏教懲想家で、親友の清沢満之（一八六三－一九○罠）の
く養成すべきとして、カリキュラムをも提示して新繊想の
大学を提案している（のｍ・臼患Ｉ患）。
以上、シュプランガーの初等教育論及び教師養成論をま
的
な
見
識
と
技
能
と
趣
味
を
兼
ね
倣
え
た
全
体
的
粒
人
物
に
な
る
べ
同糖神を蔦める共同研究を行い鞠マスプロ教育的ではなく熟
少人数で個性理解の精神と、訓練された意志、確実な実際
な
く
、
広
い
教
護
を
身
に
つ
って、
初
等
教
育
を
中
心
と
す
る
教
員
養
成
は
、
教
育
は
本
質
的
腱
人
間
形
成
を
援
助
す
る
活
動
で
あ
け
凡ま
た
講
義
は
最
小
限
度
に
留
め
、
共
鎌
倉
の
園
覚
寺
に
参
禅
。
や
人
間
形
成
の
価
値
同
報
醤
課
次
官
に
就
任
し
、
念
纐
の
義
務
教
育
六
鎌
闘
へ
の
延
長
を
果
た
し
、
ま
青
の
無
償
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
斡
率を飛躍的に上げる道を開いている。
た、官立大学、高等学校、鶴等師範学校の増設に尽くした。
ところが激務の影響か、明治四一年、四廻歳の冬に蕊性
唄
、
後の法令整臓作業によって、教科趣の鵜理統合麺
甑・懲柳』時代を築く。特に「小学校令」（明治二三年）を
根本的に改蕊した『小学校令改肥』（明治三一一》年）とその煎
青
学
方
面
を
主
と
し
た
研
鑪
に
務
め
聖
明治三一年、’’一四歳のときに文部省に復帰し、普通学務
となり、大学同級生の上四万年専門学務局長と数年間「上
多の学校の再建に携わって教育経験を穣む。
懇願に臓じて、大谷灘常中学校の校長となって以来、群馬
県尋常中学校長、蕊忌高等学校長、第一高等学校長と、幾
わめて順調な上昇街道を歩んでいたが、修身教科響機密漏
洩轤件に巻き込まれ、文部鴬を辞任、ひたすら謹慎し、読
祷と翻訳の日々を送っていたが、大学学生時代の一年先議
版
す
る
。
明
治
二
漉
離
、
臓繍。この濁に総蝿し家庭をもうけ、またべ『公私学校比較
論』『心理紫」『倫班学』『読欝法』『格氏普通教育学』を鴎
長
、
記
録
課
長
、
文
部
大
臣
秘
辮
宮
、
ロ
ッ
チ
』
な
ど
を
著
す
。
教
育
年
限
の
三
年
か
ら
四
年
へ
の
延
長
亀
’
八
歳
で
専
柾
文
部
秘
鶏
富
と
な
り
、
一．教菅者の精神』
大
麗
官
『
鴎
図
書
課
長
な
ど
を
日
本
の
子
ど
も
の
就
学
明
治
薫
九
年
に
は
文
部
蕊
統
合
、
漢
字
の
制
な
か
ん
ず
く
義
務
教
そ
の
傍
ら
、
教
順神』『ペスク
蓋
3８
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露
わ
れ
て
明
治
四
四
年
二
九
一
》
年
）
腱
、
建
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
東
北
帝
国
大
学
の
初
代
総
長
に
就
任
し
、
そ
の
蕪
礎
を
築
く
と
と
も
教
授
に
迎
え
る
な
ど
の
人
事
を
行
い
、
ま
た
、
学
閥
研
究
上
に
問
題
す
な
わ
ち
帰
朝
報
告
灘
『
現
代
欧
米
教
育
大
観
』
及
び
、
哲
学
者
へ
残
し
、
二
年
後
の
大
正
一
に就価。蕊ちに大学》
を教授に抜擢したり、
『
孝
道
』
な
ど
の
譜
や
、
主
著
『
実
際
的
教
肯
学
』
が
生
ま
れ
た
の
も
この時期である。
か
な
い
状
態
に
陥
っ
た
の
で
、
大
班
四
年
四
月
に
自
ら
そ
の
職
を
辞
した。その
後
、
し
ば
ら
く
休
謹
し
た
後
、
一
臆
し
て
民
臓
に
お
い
て
各
種
の
教
鴬
辮
業
に
献
身
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
興
闘
の
教
育
》）、
Ｊ
ｎ
ｕ
の
あ
る
七
名
の
教
授
を
、
本
人
達
の
納
得
を
鶴
た
北
で
罷
免
し
た
の
で
あ
る
が
、
法
科
教
授
会
か
ら
撒
烈
な
反
発
が
起
き
て
、
和
解
の
ぎ
と
こ
ろ
が
氏
を
世
間
は
長
く
閑
職
に
し
て
お
く
こ
と
は
蔵
か
つ
た
。
女
子
の
入
学
を
許
可
す
る
な
ど
歴
史
的
か
つ
先
駆
的
芯
業
績
護
二
年
後
の
大
正
二
年
に
は
、
四
九
歳
で
京
都
帝
掴
大
学
総
擾
・
蝋
ち
に
大
学
改
革
案
を
練
っ
て
、
助
教
授
の
西
脇
幾
多
郎
小
西
繭
薗
（
後
の
京
都
粥
国
大
学
総
長
）
を
澤柳政太郎 体
と
な
り
、
議
跡
的
較
回
復
を
し
て
片
瀬
海
津
付
近
で
静
養
に
入
り
、
次
官
を
退
任
し
て
、
箸
作
に
灘
念
す
る
。
『
教
師
及
び
校
長
論』『学習法』『わが国
の教育』『巾騏修身醤』
腸
チ
フ
ス
に
か
か
っ
て
顛
矛
忠
司
鈩
砂
曲
押
学
凹
曲
ｎ
月
￥
可
可
尹
可
砂
尹
可
失
尹
串
砂
凹
可
可
ヰ
サ
■
曲
り
、
Ｂ
ｕ
Ｂ
円
以
５
５
Ｐ
ザ
５
Ｆ
ザ
皿
■
几
Ｆ
■
几
Ｆ
■
Ｆ
几
ｂ
卜
も
■
ｂ
■
ロ
讃
の
全
鬮
的
放
組
織
で
あ
る
帝
国
教
育
会
の
会
長
を
は
じ
め
、
国
民
教青奨励会、新翻誓教青会、芸術教育会、日本学生排酒連
盟、日華学生協和会越どの裟長を引き受け、誠実にそれぞ
小
学
校
の
建
設
と
運
営
で
あ
っ
て
、
大
砿
六
年
に
成
城
小
学
校
を
設
獅
し
、
現
涯
の
成
城
学
園
の
鍵
礎
を
築
い
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
一
学
長
に
推
薦
さ
れ
て
い
る
。
○
年
の
成
城
第
二
噂
学
校
の
設
立
、
れ
の
会
の
握
興
を
は
か
っ
た
。
中
で
も
傭
熱
を
傾
け
た
の
は
、
私
立
政
府
か
ら
来
た
た
め
に
中
止
。
そ
の
講
演
草
稿
は
、
後
日
『
わ
が
国
璽
蕊
祥
学
会
に
出
席
し
た
の
を
か
わ
き
り
に
、
明
臘
三
九
年
の
ロ
ン
ドン大学からの播蝋（旅行途中に文部次官就任製講が田本
彼
は
ま
た
、
鬮
際
教
育
方
面
で
も
溌
躍
し
て
い
る
。
明
治
三
玉
年
から蕊六年における、ドイツ・ハンブルクでの蕊一一一一回万
リゲル教授の招騨（東北帝国大学）、日本における英語教育
向
上
の
た
め
の
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
瀞
く
管
能
蔵
パ
ー
マ
ー
氏
の
招
米
の
教
斎
事
憶
の
視
察
は
、
後
世
の
教
青
界
に
深
い
影
響
を
与
え
た
。
の
設
立
に
携
わ
り
、
か
つ
、
大
箙
鬮
燭
留
学
蝋
へ
の
支
援
瀧
動
、
昭
和
惠
年
の
太
平
洋
聞
題
調
査
会
第
畷
と
、
英
語
教
授
胱
究
所
の
設
肛
、
米
鬮
の
新
教
育
。
グ
ル
ド
ン
プ
の教青蛉として翻訳刊行された）、そして大正一○鐸から一
一
年
に
か
け
て
の
約
一
年
間
に
わ
た
る
、
教
育
学
醤
た
ち
を
伴
う
欧
ラ
ン
の
創
設
者
パ
Ｉ
カ
ス
ト
女
史
の
招
聡
、
大
証
一
二
年
の
香
港
で
の
万
国
教
育
会
議
へ
の
参
加
、
大
願
一
四
年
の
中
華
民
鬮
視
察
及
び
大
正
一
荘
年
の
成
城
高
等
学
校
一
五
“
に
は
、
大
正
大
学
の
初
代
3９
勇顔訟訟誌訟訪】関Ｍ助叱吐朋筋四Ｗ出』椀尾》⑤〉屯輔公對詫野師■⑰⑰瓜随縄助郎四ｗ蝿、月薮臨刀刀刀刀■刀刀偲弼盈粍於搦刀刀刀。
っていた。
であって、その準拠する人の論によって認幾通りもの教育
（五）澤柳の教育患憲
学が生じてしまっている。これでは教育学は、科学として
の地位を築くことができない。そこで、教育現象の実際的
擢柳の教育思想を見ようとするならば、まず、主著とされ事実を基に擬える「実際的教育学にして初めて科学的と称
愚『実際的教蕾学』（明治四○年）を調べなければならない。する』（五ｇ教育学に癒りうる、と主張する。
この霧は驚彼が蕊隷灘醤の峰に大病をして、富を退き、療では、「実際的教育学」とは、いかなる教育学であろうか。
鍵生酒憲戴っでい鐙闇に霧かれたものであって、それまでそれは聡わゆろ『実用的教育学」ではぱい・彼によると、
の彼の文部官僚とじて、また各種の学校長としての教菅経「学校において教授しようとする知識技能は、根本的のも
たスケールにおいて、業績において、当時の教育界で最高から出発し、『自分が本欝において論じようと思うのは、従
の存在であったと言えよう。その生活は質素であり、また、来の教育学を非難するのが主ではない」（三九）・従来の教育
行為において倫理的、心臘において深い宗教的なものを持学は、著名な学者や教育者の主張を基盤にしている教育論
の発行を行った。還暦の年に全集が刊行され、一九七○年『実際的教育学』という誓籍が示すように、「従来の教育０
代にも改定・増補した全集が刊行されている。その活動し学はあまりに実際と没交渉である」（全集Ｉ二六頁）との認識４
愈どの教育事業に尽くし、かつ国際教育家として活躍し、学徳教育論‐｜『訓練論」「身体論」「体育論」など、広範に渡っ
者としても博士号を取得（大正三藍。多数の著作や翻訳醤ている。
六三歳で惜しまれつつ他界した。
徹底した批判に始まり、あるべき教育学の青写翼を擬示す
教育界の官僚として、また各種の校長・総長として朧史ることであった。その論ずるところは、『教育の目的』「教
駒較仕蕊を蔵した典、後半生は民間において新教育の実践青の制限』「学校論」「学級論」「教師論』『児童及び生徒論」
鴫また各種の教育の会の発展に冠そして大学の初代学長「教授の任務』『教科論』「教材論」「》蕊科誓論」『評硫論』『道
の蕊業に参加している。しかし帰鬮時に大陸性で悪性の鍵墾漠である」『教育学は今や全然改造され癒ければなら箆
紅熱性腎臓炎に榧かり、昭和黒難く’九二七年）’’一月に、で示されているように、それまでの教育学に対す為不満と
一一大会（ハワイ）、世界国際教育会議（トロント）への出席験と、諸外国の教育蕊惰への精通などを契機として生まれ
趣どがあり、第一次世界大戦終結（一九一九年大正八難）後ている。
の平和希求時代に呼応して讃極的に教育鱸よる世界平和その骨子は、第一驚の冒頭の『従来の教育学はあまりに
け
り
■
、
■
９
■
い
■
、
、
ツ
出
砂
高
砂
、
研
尹
可
可
、
船
、
Ⅸ
ｙ
ザ
円
凹
亜助叱叱叱肚腕四Ｗ埋眼閣凹ｎ審野尹診■・月湯殿侭ｗＵ月内由認禺型刀刀刀刀刀刀刀押引卉騏刀刀刀朋■関品押討刀・
刀
刀
刀
ｎ
曲
旬
、
可
刀
刀
刀
刀
ザ
串
押
久
弥
月
駿
刀
扮
ソ
秒
初等教篇教師養成序論
銭活動詮重視し更
戒
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〈
｜
聿
六
）
。
ま
た
、
教
育
の
実
的
に
設
態
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
低
く
、
ごとに目的が設定されるべきである」
き
で
あ
る
と
言
う
。
こ
う
し
た
脈
絡
の
下
に
彼
は
子
ど
も
の
発
達
を
重視し、『教育は発達である。変化であ烏。従来の教育学で
青
目
的
は
罰
な
ん
と
も
駕
瀧
に
感
じ
ら
れ
る
（
二
六
’
三
鰹
）
の
で
あ
り
、
教
管
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
段
階
で
も
霜
察
さ
れ
る
べ
学
校
の
教
育
に
共
通
芯
目
的
の
み
が
考
え
ら
れ
て
い
て
、
篭
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
教
育
闇
的
が
考
え
ら
れ
て
い
葱
い
か
ら
、
掲
げ
ら
れ
た
教
学
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
台
頭
し
て
い
る
、
学と教育学を合わぜた『臨床教青学」とも違う。
際
に
行
わ
れ
て
い
る
現
象
と
し
て
の
教
育
一
般
に
根
拠
を
置
く
教
育
な
ら
ず
し
も
実
践
に
こ
だ
わ
る
わ
け
で
は
戦
い
。
賎
的
教
育
学
』
に
類
似
し
て
い
る
が
、
耀
柳
の
実
際
的
教
育
学
ば
か
一‐実際的教育学」とは、著名戦教育学者芯どの主張に根拠を
は
教
育
の
目
的
を
発
達
の
最
終
段
階
を
基
に
示
し
て
、
撞
く
教
育
学
で
は
な
く
、
実
際
行
わ
れ
て
い
る
教
育
現
象
を
研
究
す
る科学的教育学のことである。
たとえば、教育の目的といっても、従来は各種の説があ
っ
て
一
致
し
な
い
ば
か
り
か
、
家
庭
教
育
、
小
学
校
の
教
育
、
中
等
であり、
のにして、基礎的のもので趣ければならない』（一二六）の
以
上
で
蝋
ら
か
の
よ
う
に
、
騨
柳
の
実
際
的
教
育
学
は
、
教
育
学
後に瀞名放教育学毒とばり、かつ広島大学学長を務めた
目先の利剛実益を与えようとする傾向に対し、灘
教
育
実
践
を
基
に
教
育
を
考
察
す
る
最
近
の
「
実
子
ど
も
の
発
達
の
段
階
〈六○－二）と言う。
瀞
柳
の
場
合
、
実
目
的
を
固
定
臨
床
心
理
波
の
鴬
う
も
の
が
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
興
味
か
ら
言
え
ば
各
人
格別と言えるが、重要の度も以上の順序であると確信して
疑わない」（Ｘ鴎一○〉
このように灘柳にとって、最も関心のある学校段階は小
学校であり、最も霞要であると思われる教育機関もまた鼠小
学校であった。
級
種
類
に
つ
い
て
体
験
蝋
か
ら
批
判
を
下
し
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
決
し
て
ほ
め
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
轤
笑
か
く
巡
っ
て
来
た
の
で
、
拠り所蔵い。この経歴から得るところは、ただ教育の各階
文
の
噸
で
、
一
…
…
か
く
の
如
く
司
私
は
教
育
界
の
渡
灯
鳥
で
あ
っ
た
。
燃
や
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
彼
の
繰
り
返
し
て
語
っ
た
言
葉
か
ら暁らかである。
彼は成城小学校の『教育問題研究』誌蕊六一号・灘柳政
太郎還暦記念号（大正一四年四月）の「自分のこと』という
的
な
内
容
は
、
後
世
の
研
究
に
待
つ
と
い
っ
た
、
先
駆
的
頑
業
績
な
のである。
が
科
学
的
に
な
る
た
め
の
、
教
育
的
事
実
（
実
際
）
を
基
に
し
た
教
育
学
の
た
め
の
設
計
図
的
性
橘
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
具
体
る
。
そ
の
総
論
を
言
う
と
、
小
学
校
教
育
が
最
も
今
日
興
味
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
中
学
校
、
そ
れ
か
ら
高
等
学
校
、
最
後
の
鐸
柳
が
小
学
校
教
育
に
い
か
に
強
く
関
心
を
抱
き
、
（
六
）
澤
柳
鋤
小
学
機
論
か
つ
楕
熱
を
４１
屯．￥湯〉萌幹助叱叱叱叱叱ⅢⅨ⑱四四曲⑰凹播型閃働観凹邸曰竃盟寵０嗣衝齢訟Ｕ■へ超■申内側ｎｊＰＰ３⑰助随師助郎函■巳》尽巽船引、公的酩刀用助押１口閃衙船出於刀刀刀刀、
たこと（Ⅳ一四鯛Ｉ九）、大正時代に盛んになった様々な新し
い教育についての情報、などがその背景にあること催確か
の小学校は、未熟な段階にあり、いろいろと改造すべき闘
篭点があると塔えていたこと（Ⅳ一六○－五）認デモクラシー
年
限
の
延
長
と
い
う
朧
史
的
蕊
象
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
、
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
．
澤柳個人の経溌からして、文部省の普通学務の時に『小
学校令改正』に携わり、かつ電文部驚罵のときに蕊務教育
ろ
、
と
彼
催
考
え
て
い
た
。
「
小
学
教
育
は
今
日
、
文
明
社
会
の
爾
婆
葱現象」であって、少数を除き「他のすべての人類はこの
晩
年
の
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
お
け
る
小
齢
校
教
育
に
対
す
る
患
い
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
で
は
な
ぜ
小
単
校
を
そ
れ
ほ
ど
顛
視
ろ
と
こ
ろ
だ
。
お
れ
は
小
学
校
を
や
ら
な
い
と
死
ん
で
い
け
な
い
－
１
と皆白したという（長凪鏑八頁〉。
し
た
こ
と
は
戦
か
つ
た
。
や
っ
ぱ
り
小
学
校
だ
。
国
民
教
斎
の
灘
礎
に取り組む小学校、これこそほんとうの人闘の教育のでき
学
校
設
立
に
向
け
て
の
騎
熱
を
告
寓
し
た
話
が
戦
っ
である。
そして、
の
時
代
で
は
一
般
大
衆
の
鍵
礎
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
長
田
新
〈
一
八
八
に
Ｉ
一
九
六
二
が
潔
柳
の
助
手
を
務
め
て
い
た
頃
の回顧談には、ある夜中、瀧柳が長阻を呼び起こし、「長
田！おれは小学校を作りたい。お前はどう思うか』と、小
に
よ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
体
験
を
経
て
き
た
が
、
『
ど
う
も
た
い
小
学
校
教
育
こ
そ
鯛
風
及
び
人
類
の
教
育
の
麟
礎
で
あ
て
い
る
。
そ
れ
当
時
の
可
塑
朧
を
「
無
上
の
棚
値
あ
る
』
小
学
校
教
青
の
根
拠
と
し
て
お
命観である、生命の本賢は生々流動し、常に変化し固定化
することがないものである、という観方に呼応するもので
ある。
は
発
達
で
あ
る
。
変
化
で
あ
る
」
了
六
○
）
と
述
べ
た
の
も
、
彼
の
発逮心理学的生命観からくる教育観を表したものととらえ
、旧旱
る》」とができる。〉」の観方は、大正期に同本に発露した擁
り、少年期の糖神発達段階における『固有の糖神」を小学
校教育の拠り所としたシュプランガｉに一脈相遮ずろもの
が
感
じ
ら
れ
る
。
瀧
柳
が
主
瀞
『
奨
際
的
教
育
学
』
の
中
で
『
教
育
こ
の
よ
う
な
時
に
、
社
会
的
地
位
や
身
分
や
貧
嵩
の
違
い
を
越
え
た
『人間としての教育』を行い、「気高い立派な心根のものに
教育することができる」（Ⅳ一七一一～三）と、幼少年期の精神
鳳
別
も
な
く
、
す
べ
て
が
遊
び
と
し
て
体
験
さ
れ
る
時
醗
で
あ
る
。
の時期は、「天蕊燗漫で、純真で、人闇そのままの時代であ
り」、階級や身分や貧嵩の鵜を意識しない上、娯楽と仕事の
ある。彼は、『小学教育は幼年期および少年期の教育であ
る」とし、心身の発育の著しいこの時期こそ、気教育性のも
鴬
を
露
視
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
発
達
心
理
学
的
な
視
点
に
特
徴
が
小学教育を受ける」のであり、『鑓において質において小学
教育は人類に大関係を有する事柄である』両一燈ｇと認
識している。
つとも脈盛放時期である」（Ⅳ二六六～七）と述べる。またと
こ
の
よ
う
に
彼
は
腱
礎
教
祷
を
重
ん
じ
る
立
場
か
ら
、
小
学
校
教
4２
翼
閣
禺
関
酪
帥
朗
朗
帥
帥
０
０
究
窩
墳
蔑
鼬
豚
曰
函
０
ｍ
毎
つ
毎
翻
諌
２
２
コ
乃
曲
内
於
別
：
Ⅱ
、
初等教育教師養成序論
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、
成
城
小
辮
校
教
員
に
よ
る
『
教
育
問
題
研
究
会
』
が
組
織
さ
れ
、
教
員
の
周
人
誌
『
教
育
問
題
研
究
』
が
ろ
の
で
あ
る
。
わ
が
成
城
小
齢
校
は
、
開
設
の
当
初
発
表
し
た
趣
意
響
に
も
述
べ
た
通
り
認
小
学
校
の
科
学
的
研
究
の
だ
め
に
す
る
と
い
面
か
ら
言
え
ば
、
実
験
的
研
究
法
に
よ
っ
て
こ
の
学
は
建
設
せ
ら
れ
実
際
の
事
実
に
つ
い
て
考
究
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
が
可
塑
性
に
篇
み
、
教
育
の
あ
り
方
い
か
ん
が
将
来
の
子
ど
こ
の
鮴
実
に
翻
し
て
彼
は
、
教
育
及
び
人
類
の
教
育
の
鑛
礎
で
あ
る
と
の
認
識
と
、
開
校
三
年
目
か
ら
発
行
さ
れ
、
現
撤
の
『
教
育
改
造
吟
へ
と
続
い
て
う
目
的
を
以
っ
て
鱗
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
Ⅳ
｜
憶
二
。
実
際
、
彼
か
ら
一
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
教
育
の
麟
礎
学
と
し
て
哲
学
を
得
る
こ
と
は
明
らかである。・・・…今小学教育紫は主として小学教育という
も
の
生
き
方
を
決
定
ず
け
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
お
り
、
小
学
校
は
実
際
行
わ
れ
て
い
る
教
葡
の
実
証
的
研
究
と
、
子
ど
も
の
発
達
繭
と
にＰ杳色よ」
に
学
校
を
改
造
し
て
い
く
よ
う
な
学
校
を
懲
撹
し
た
の
で
あ
る
。
単購膠の教師をいかに霧率嘩すべきと考えていたのであろうか。
い
る
。
き
わ
め
て
先
駆
的
な
試
み
で
あ
る
。
に
髄
慮
し
た
運
営
を
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
灘
柳
の
小
学
校
論
で
は
、
そ
れ
ゆ
え
彼
が
成
城
小
学
校
を
設
立
す
る
際
に
譜
え
た
こ
と
は
、
つ
の
固
定
的
な
学
校
を
造
る
の
で
は
粒
く
、
常
（
鎧
）
澤
柳
の
小
学
校
教
師
養
戒
論
「
こ
れ
ま
で
の
教
育
龍
は
も
っ
ぱ
ら
哲
学
醤
の
努
力
に
よ
四
四
Ｆ
Ｐ
甲
出
孑
】
２
２
：
Ｕ
Ｎ
》
】
西
曲
『
Ⅸ
ザ
研
悩
［
、
好
出
刃
Ｐ
扮
■
牌
刀
。
小
学
校
教
育
が
鬮
民
に
瞬
究
を
霞
ね
、
常
…
…
他
の
方
こ
の
段
階
の
に
驚
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
で
は
彼
は
小
ら
糊
達
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
教
育
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
む
し
彼
学
校
教
員
の
養
成
は
師
範
学
校
で
、
師
範
学
校
と
中
学
校
の
教
員
養
成は繍韓師範学校で行うという黒璽構造になっていた。
灘
柳
が
教
員
饗
成
制
度
の
改
鵜
に
側
覚
め
た
の
は
、
大
正
一
○
鱸
取
得
す
れ
ば
教
員
免
許
が
与
え
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
教
賀
養
成
の
『
開
放性」を原則にするに至った。それ以前は、学校の教師に
な
る
者
の
み
を
養
成
す
る
『
目
的
謹
成
機
関
』
制
度
を
採
用
し
、
小
川
本
で
は
学
校
教
師
の
養
成
は
、
蕊
扇
次
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
制度に準じて、教員養成上の鑑別を撤廃し、幼稚鴎から大
学に筆るまですべて教員は、等しく大学で蕊成されること、
同
溌
度
の
機
関
に
お
い
て
養
成
す
べ
し
と
い
う
主
張
を
確
定
し
て
お
及び、
範
大
学
と
な
す
事
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
（
Ⅳ
鷺
七
七
〉
と
い
う
趨
勢
ろ
小
学
校
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
教
育
的
作
溌
が
行
わ
れ
る
」
（
Ⅵ
五
○八）と霧える。そして「仮に教育をもって単なる学術知識
の
伝
達
と
し
て
湾
え
て
も
、
小
学
教
育
に
お
い
て
今
日
以
上
数
倍
の
はないから、教える内容の》撞臓によって、一「教育者たる賛柊
は
、
初
等
教
育
に
従
事
し
よ
う
が
蕊
中
等
教
育
に
従
事
し
よ
う
が
、
何
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
鬮
に
お
い
て
は
、
師
範
学
校
を
昇
格
さ
せ
て
師
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
師
範
学
校
を
廃
止
し
て
鶏
将
来
小
学
校
の
教
員
養
成
は
大
学
と
卒
業
に
必
要
葱
単
位
の
ほ
か
に
教
職
課
駕
の
所
定
の
単
位
を
年
に
か
け
て
の
欧
米
の
教
育
視
察
旅
行
を
契
機
と
し
て
い
教
青
の
本
質
は
単
に
学
科
の
教
授
で
48
】
山
暁
価
月
目
Ⅳ
甚
涙
詩
語
貯
叩
叱
鄙
部
散
散
散
散
散
散
散
散
Ⅱ
咄
閏
申
甜
毎
甥
団
窃
閏
押
月
爵
酵
竪
刀
刀
刀
刀
か
ら
、
孟
壁
聖
刀
刀
刀
刀
刀
刀
、
留
躰
矛
刀
刀
刀
刀
刀
ｎ
Ｕ
ｖ
ｕ
ザ
⑰
はなく、初鶚教育に従事したのであって、初等教育に従騨罐している。わずかな接点である澤柳が欧米の教育視察旅
する醤は自らを鰯下することなく、誇りをもって己の道に行をした大正一○年から二年（一九二一－一一一一年）には、シ
進んで欲しいという意味の激励を小学校教師に向けてしてユプランガ…は、すでに『文化と教育』（’九一九）『生の諸
いる〈畷五六六）。
形式』（一九一空）といった大著を著し、一九二○年にはべ
以上をまとめると、一、初等教育に従蕊する者は、教えルリン大学の正教授に就任していて、本論文で資料とした
る内容の高低に係わらず爵教育するという蕊象において他『教師養成論』（一九二ｇも刊行されていた。折しもドイツ
の教育機関に従事する轡と同等である。二、教員養成機関は対第一次世界大戦の敗北の後のワイマール時代腱当り鳧教
は当時の師範学校レベル以上に引き脱げるべきである。｝一一、貴養成を大学レベルで行うべしという運動が起こっている
初等教誉に従蕊する者峰画一主義を廃し灘実際的液教育ときであり、潔柳一行がこの機運を知りえて、アメリカに
事象の懸究者でなければならない、ということにぼろであおける動向とともに、教員養成のレベルアップを志向する
ろう。
きっかけとなっている。ちなみに、シュプランガＩの人闘
九二七年）に際して、ペスタロッッィを引き合いに出して、全盛期の中で活躍したのに対し、後者は日本の教育学はも
ペスタロッッィは中等教育や高等教育にでも従事したのでとより教育制度もまだ形成の途についたばかりの時期に活磐
部の年限を下に一年延長して、高等小学校第二学年卒業にこの節では、上記のシュプランガーと潔柳の差異と共通
連絡させる芯どＱ師範学校教育制度の獺極的な改善案に点を示し、初等教育の本質と、その教員養成のあり方にっ
反対している（Ⅵ五一○～五一六）。このように耀柳は、教師のいて素描を試みたいと思う。
養成を大学レベルで行うべきことを欧米の教育視察と彼のシュプランガｉと潔柳は活動した時期が二○年間弱ずれ
成城小学校における体験から譜えるように趣っ・たのである。ている。シュプランガーが一八八一』年の生まれに対して、
なお当時、初等教育に従事する者と鷺中等教育に従事す灘柳は一八六五年。シュプランガーが第二次世界大戦後も
る者と覇高等教育に従事する者との間に優劣の鵜があると生き延び八一歳で他界したのに対し、樺柳は一九二七（昭和
考えられていた風潮にたいして、ペスタロッッィ百年忌（’一一）年に六三歳で没している。前者がドイツ教育学の発展。
していることに鴬及し、文部当局が作成した師範学校第一
体験していることであゑと成城小学校で実験研究を継続
学識を教師に必要とするということは、自分が七・八年来
斫
研
砂
串
⑪
砂
、
Ｕ
、
Ｐ
Ｐ
ｈ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｈ
Ｕ
（八）結び帷代えて
ｌ
初
等
教
育
の
本
震
と
教
師
養
成
－
』ｂ円叱叱斯帥散帥朗卍附Ｍ阻四印間既葛騏必搦錫脳助叱瓜肛朋酩Ⅱ陪我尊盟野鄙肘】曲
砂Ｐ母尽卉恥
咄夢⑥里刀刀コココココココ硝崎虫⑤刀刀刀埆艀Ｕ［ｗ訟刀串刀刀シ弘曲浄卍硝軒卸唾汚仔、欠勤品於珈働坪於勘⑤出射：
初等教育教師鍵成序論
学
教
授
は
、
二
九
歳
前
後
の
一
内
容
の
紹
介
が
か
趣
り
詳
し
く
報
告
書
頁）上、
ぐ◎騨③窯
教師は総合大学で養成される）。
政
権
の
誕
畿
に
よ
っ
て
中
断
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
再
度
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
た
だ
し
高
等
学
校
腱
当
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
形
放
の
価
値
を
重
ん
じ
る
「
人
間
形
成
者
大
学
」
構
想
は
、
時
の
プ
ロイセンの文部大臣Ｃ・亘・ベッカー（□画鰹帯溢鐵１自
切⑩・意誘冒？］蚤）の賛同を襟て、一九二六年以来、実現の
（ｕ）
途についく》」とになるのであるが、一九三○年代のナチス
講
生
と
し
て
過
し
、
親
し
く
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
下
で
学
ん
だ
の
で
あ
を兼ね、
一‐シュプランガー教授の師範大学案」としてなされていたの
である（一一一七一》－三八一頁〉。実は同行の小西重直京都濡鼠大
ようであるが）。
ラ
ン
ガ
ｉ
に
つ
い
て
薊
そ
の
『
教
師
養
成
論
』
と
共
に
知
ら
さ
れ
て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
時
代
の
教
育
学
講
座
の
後
継
者
と
し
て
の
シ
ュ
プ
い
た
ペ
ッ
カ
Ｉ
に
面
会
し
て
い
た
（
檸
柳
リ
（
加
藤
四
九
－
六
凶
）
、
灘
然
露
柳
一
行
は
そ
の
後
、
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
い
た
（
澤
柳
一
行
は
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
と
癒
接
面
会
は
じ
な
か
っ
た
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
漂
柳
と
文
部
省
内
の
二
人
は
ベ
ル
リ
ン滞在中願、当時文部次官（元文相）でベルリン大学教授
の
教
育
学
の
後
継
者
シ
ュ
ベ
ル
リ
ン
で
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
議
会
に
富
分
の
意
見
か
ら
な
る
大
学
改
造
案
を
提
出
し
て
号輯《函Ⅱ］・酉④）そし
て
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
『
教
師
養
成
論
』
元
教
授
に
も
面
会
し
（
同
三
鐺
三
頁
）
、
ツ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
つ
い
て
漉
目
し
た
の
で
一年半近くをライプチヒ大学の聴
『現代欧米教育大観』
現代欧樂紳叡舂遡人観一－二
（］◎迂鱒口勤の⑯辱画Ｈ国凹騨巨巴
彗し（同三鐺三頁）、彼の
lこの
立
成
城
小
学
校
創
設
趣
意
）
情の教育、
神
を
選
礎
と
す
る
、
個
性
藤
霞
の
教
育
、
鰯
然
に
親
し
む
教
育
へ
な
ど
に
広
く
発
展
さ
せ
、
初
等
教
育
論
に
骨
穂
を
与
え
た
。
一
方
穰
柳は、文部欝僚にあったときも穗官燦らしからぬ文部官僚
を
璽
視
し
、
え
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
内
面
に
誠
に
編
憶
厚
き
人
格
者
で
あ
っ
た
」
か
ら
観
察
す
れ
ば
元
来
寡
黙
で
厳
粛
な
態
度
を
侍
し
、
仏
教
的
戒
律
を
厳
守
し
て
い
る
の
で
、
非
常
に
冷
や
や
か
趣
官
僚
的
な
人
間
に
貝
と
い
わ
れ
、
を
共
有
す
る
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
。
有
機
的
生
命
観
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
た
人
物
で
あ
っ
た
な
ど
の
共
通
面
を
有
し
て
い
た
。
特
に
、
経
験
を
多
く
持
っ
た
と
い
う
よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
が
、
両
者
は
著
作
の
全
蘂
が
出
版
さ
れ
た
の
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
教
育
界
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
な
り
、
経
溌
も
シ
ュ
ブ
ラ
ン
ガ
ー
が
学
者
鱗
活
に
導
く
蔵
す
る
こ
と
が
ある。
る
紙
教
育
運
動
の
先
駆
者
の
一
人
に
救
っ
た
。
（
耀
柳
鵜
次
郎
一
一
四
～
五
）
・
一
転
、
渓
悶
に
あ
っ
て
は
、
で
第
一
人
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
学
識
・
人
格
共
に
優
れ
、
尊
敬
さ
れ
『化された注入主義の教育に反対し、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
こ
の
見
方
を
精
神
科
学
的
心
理
学
と
教
育
学
シ
ニ
プ
ラ
ン
ガ
ｉ
と
灘
柳
は
時
代
が
少
し
ず
れ
、
ま
た
鬮
惰
も
蕊
ま
た
自
発
性
を
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
、
詮
し
て
科
学
的
研
究
を
基
と
す
る
教
育
を
目
指
し
「最も役人らしからぬ役人であった」
灘
柳
は
文
部
官
僚
や
学
狡
の
創
設
・
運
営
の
て
鷺
こ
れ
ら
を
実
行
し
、
初
等
教
育
に
関
す
る
見
方
あ
っ
て
は
、
富
僚
的
麺
自
律
的
勵
学
鬮
習
の
精
行
し
、
日
本
に
お
け
子
ど
も
の
発
達
段
階
そ
し
て
小
学
校
教
し、「表愉
両
者
が'－，
私心
4５
ｚへ兵公剰肉お配困帥帥帥帥帥帥帥朗Ⅸ昭ＭＨⅡ＄四曲⑰田押孚品ｕＵ爵勢酩琢認緊坊Ｂ■⑰ｗ】申ⅡＵｕ可が坊亜刀論刀刀刀刀刀刀ＵＵＵ卸価ｙ哩比。
それゆえ、
神ではなく、
愛
な
の
で
あ
る
。
ことであろう。その片鱗が報誓警『現代欧米教育大観』に
お
け
る
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ｉ
の
教
師
養
成
論
の
紹
介
に
認
め
ら
れ
る
の
である。しかし、残念ながら電彼の時代の日本では、師範
ガ
ー
の
一
‐
人
闘
形
成
者
大
学
』
構
想
に
恐
ら
く
強
く
共
鳴
し
て
い
た
ま
な
先
入
観
や
固
定
的
較
見
方
か
ら
自
由
で
あ
り
、
生
命
の
本
質
を
表わす時期であると考えられたからである。そして二人に
共通なのは、人間形成への関心であり、末形成な存在への
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
序
一
’
二
頁
〉
園
心
し
、
大
学
の
学
生
時
代
に
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ッ
ィ
の
伝
記
を
読
ん
で
大
い
に
感
精神でなされたとされる〈礎田五八頁）。澤柳はすでに帝国
教育学』の基礎であったし、成城での教育はペスタロッィ命の持ち主である子どもと霜すでに過去のものとして固冠
峰
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
時
代
は
、
さ
ま
ざ
あ
る
。
ガーに共通する有機的生命観を認めることができる。彼等
はまた、同じ生命観に立つペスタロッッィの教育をつとに
尊敬していたのである。ちなみにドゥ・ガンの『ペスタロ
肯
を
常
に
改
造
し
よ
う
と
努
め
た
と
こ
ろ
に
、
に
お
い
て
ぺ
で
あ
ｈ
ヘ
ペ
ツ
チ
』
に
関
す
る
樺
柳
・
溌
澤
共
訳
箸
（
明
治
三
○
年
）
は
、
わ
が
国
そ
の
二
人
が
共
に
初
等
教
育
の
あ
り
方
を
最
も
重
視
し
て
い
た
の
以
後
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ッ
ィ
に
傾
倒
し
て
い
た
の
で
あ
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ッ
ィ
の
教
育
学
が
の
ち
の
潔
柳
の
ス
タ
ロ
ッ
ッ
ィ
壕
は
じ
め
て
本
格
的
に
紹
介
し
た
も
の
ス
タ
ロ
ッ
ッ
ィ
の
教
育
学
が
の
ち
の
潔
柳
の
『
実
践
的
灘
柳
が
欧
米
の
視
察
旅
行
中
に
知
っ
た
、
学
識
的
精
「人間形成』的精神を中核とするシュプラン
』
卸
、
肉
型
披
の
シ
ュ
プ
ラ
ン
（
瀧
柳
へ
の
関
心
と
研
究
心
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
問
的
精
神
と
言
う
こ
と
が
Ｆ
ｍ
Ｐ
Ｐ
砂
可
、
Ｐ
、
■
軒
軒
Ｂ
ｙ
ｙ
Ｕ
きであると言われている教授たちを辞職させ、代わって学
者
と
し
て
有
能
蔵
欝
た
ち
を
教
授
に
迎
え
た
の
で
あ
る
。
ない。そして灘柳にしても、同様であることは電京都議国
大学総長時代腱、辮件となったとはいえ、学者として不尚
シュプランガー自身が学者として一流である綴歴からして、
（型》
教員となる者が、学鶴をしばくてよいなどと考えるわけは
この意味が含まれているのである。シュプランガーも当然
そのことは前提にして、それでもなお、ただ単に学簡的な
精
神
の
み
で
教
員
を
養
成
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
き
よ
う
。
そ
の
懲
味
で
吉
田
松
陰
の
、
教
え
る
内
容
を
持
た
な
い
者は、『みだりに人の師となるなかれ」というのは、真実で
している文化財の両方を教師は相手としなければならない。
したがって教師に必要なもうひとつの資質は、教管内簿
定
の
形
式
を
も
ち
、
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。
生
き
生
き
と
流
転
す
る
生
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
化
は
す
で
に
過
去
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ど
埒
ら
に
の
み
向
き
合
っ
て
い
て
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
学
校
の
大
学
へ
の
昇
格
を
論
ず
ろ
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
潔
校
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
議
論
す
る
位
が
せ
い
い
こ
と
で
あ
る
。
教
師
は
、
客
観
的
趣
文
化
を
教
育
の
内
容
と
し
な
け
これまで、シュプランガーと瀧柳の人物、思想、初等教
た
だ
、
誤
解
し
て
い
け
な
い
の
は
、
教
育
に
お
い
て
は
、
教
師
は
子
教
員
養
成
が
大
学
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
べ
し
と
い
う
の
は
、
っ
ぱ
い
で
、
師
範
4６
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発
達
約
祇
値
を
重
視
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
つ
ま
り
学
生
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
十
分
認
識
し
、
体
験
す
る
よ
う
腱
配
慮
さ
れ
る
こ
と
小
学
校
の
教
員
を
養
成
す
る
場
合
は
、
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
幼
稚
調
教
育
か
ら
大
学
院
教
育
に
至
る
ま
で
、
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
教
育
に
と
っ
て
、
そ
し
て
教
員
養
成
に
と
っ
て
認
忘
れ
て
は
蔵
ら
な
い
基
礎
で
あ
る
。
と
す
る
人
間
存
在
へ
の
援
助
を
教
育
の
本
質
と
す
る
教
育
観
を
、
こ
れらの言葉から読み取ることができるのである。思えば当
生
き
生
き
と
麩
ら
せ
、
孑
澄
も
の
成
長
の
糧
と
な
し
得
る
能
力
を
学
生
に
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
ぐ
れ
た
教
師
は
、
死
せ
る
文
化
財
を
魔
法
の
よ
う
に
麩
ら
せ
る
穏
教
青
の
錬
金
術
師
の
役
割
を
掴
っ
まれる。固だし、
彼
ら
へ
の
愛
の
心
が
養
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
抵
い
の
で
あ
る
。
が必要である。
lま
無
く
、
こ
の
点
か
ら
小
学
校
教
育
の
あ
り
方
と
、
教
員
養
成
の
あ
り
方
と
を考えると霊『人闘形成」及び「発達」という観点からは、
育
論
を
搬
臓
し
て
、
初
等
教
育
教
員
の
養
成
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
キ
…
ワ
ー
瀞
逢
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の－１人間形成」（陶冶）であり、瀧柳の『発達」という言葉
に
含
ま
れ
る
概
念
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
き
て
変
化
・
向
上
し
よ
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
に
立
っ
て
、
同
時
に
研
究
的
態
度
を
養
成
す
る
こ
と
が
望
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
教
貰
を
同
じ
大
学
レ
ベ
ル
で
養
成
根
涜
に
、
未
成
熟
な
者
に
つ
い
て
の
知
識
と
共
に
、
そ
の
ま
ま
で
は
死
ん
で
い
る
文
化
財
・
教
材
を
、
初
等
教
育
に
お
け
る
蕊
礎
的
煙
教
溌
内
容
は
、
■】
８
於
刀
将
恥
刀
】
一画える。そして幼稚園や
一層、人闘形成的価傭と
本
質
的
な
優
劣
の
篭
注（１）槙謬房より発緯
に、背山社か》皇
学
校
と
訳
し
た
が
、
味
を
汲
み
取
っ
て
、
単
に
や
さ
し
い
と
い
う
面
で
と
ら
え
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
シ
ン
プ
ル
で基礎的なものの中に、根源的な意味を樗していることを、
（蝿）
敦
賀
蝿
轡
望
の
者
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
中
か
ら
深
い
意
刊
二
六
）
に
詳
し
い
。
（（。）廓のロ懸騨。、の旬】【窪筍碑の②の｝ず、誌亘四吋印汁の》］宮。、の。（］や②］）屯勗ロⅢ固
函頁、員禽Ｉ蟹営濡葵雪旦亭のごｇ・エ圏、．ご・エ・雷淳閂欝胃辱
壺色づめ雪のご澪の。’エの】ユの周ロの旬、血。回の』帝の屋。三の篭の叶罠》の←の。四・・
を
得
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
（２）シュプラシガー霧・岩間浩訳『小学校の閲有精柳歸に付し
た拙著の「シュプランガー略年表』にシュプランガーの経臓
が
醤
か
れ
て
い
る
。
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
灘
す
る
伝
記
は
、
シ
ュ
プ
ラ
に
、
命
の
適
っ
た
教
育
が
あ
る
の
で
あ
る
。
年
生
グ
ル
ン
ト
・
シ
ュ
ー
レ
（
蕊
礎
学
校
）
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
上
級
の
段
階
ま
で
含
む
、
当
時
の
八
年
（
も
し
く
は
九
噸
）
制
初
等
教
育
織
関
の
こ
と
で
あ
る
。
鱸
者
が
国
民
学
筏
と
か
民
衆
学
校
と
は
訳
さ
な
ガ
１
教
育
学
の
研
究
』
（
京
都
女
子
大
学
発
行
・
京
都
女
子
大
学
研
究
鑑
か
つ
た
の
は
、
ン
ガ
ー
教
篝
挿
学
の
研
究
譜
・
村
田
昇
氏
の
優
れ
た
謹
諜
『
シ
ュ
プ
ラ
ン
槙
霧
房
よ
り
発
行
し
た
が
、
絶
版
と
な
り
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
、
背
山
社
か
ら
再
版
し
た
。
こ
こ
で
フ
ォ
ル
ク
ス
。
シ
１
１
レ
を
小
小
学
校
の
好
が
現
実
の
日
本
の
問
題
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
感
動
の
心
を
も
っ
て
子
ど
も
に
伝
え
る
と
こ
ろ
当
蟻
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
学
齢
初
螺
段
階
四
4７
息
⑬
勢
】
四
萌
誤
翌
已
刀
助
咄
恥
冊
朗
蝕
瓜
略
配
賦
四
邸
瓜
服
劇
司
字
申
酩
粘
哩
験
路
（９）禅柳の伝記は、子息の灘柳職次郎による『吾が父耀柳政太
郎』を主にし、小林健三氏と票浦藤作氏のものなど霧参考と
の方向腱歩むことができるというのが、綴の本礎である」と
述べている。
（８）『教師養成論》の中でば、『ビルドゥナー・ホッホシュＩし」
ｸ由へ〆へ
７６
～＝－－ ご亀
・
盲
唖
愚
圏
冒
の
』
蔽
瀞
意
珪
（５）この点に関しては麹筆者訳の
た
『
解
説
」
で
、
詳
し
く
説
明
し
〒
（・典▲）国。、ご罰騨回、②獄】田園射句のｍ○ず」○．骨⑩この吋埣③臣奇跡ロゴの。
訳
譜
を
選
ぶ
こ
と
湛
な
っ
た
。
う訳藷は、現海では普及化されているので、わかりやすい「人
間形成』に統一した。この意味からも「人間形成者大学』の
Ｆ
・
ボ
ル
ノ
ウ
教
授
（
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
弟
子
に
し
て
チ
ュ
ー
ピ
ン
ゲン大学のシュプランガーの後任者）は、シュプランガー自
身は通常「ビルドゥナ１．ホッホシューレと呼んでいた」（小
学校の圏有繍神一○）との証一一一｝面と、シュプランガーが州教師
護成論』の中で、ビルドゥングということ患強調していたこ
とに蕊ずいて、教育大学とせずに、ここでは『人薇形成讃大
学』という訳譜にした。芯お雨ビルドゥングば「陶冶」とい
し・た臣
と『ペタゴギッシェ・ホッホシューレ』の両議が使われてい
るが、筆考の訳本砲小学校の職有精神吟の完成に寄せた、０．
の
標
準
的
厳
文
化
現
実
と
の
溌
の
、
こ
の
部
分
も
蘓
記
を
参
鱸
の
こ
と
。
シュプランガーはこの鶴で『小学校は、
詳
し
く
説
明
し
て
あ
愚
。
恥
串
⑨
節
皿
。
幻
Ⅱ
Ⅱ
甸
踊
印
ソ
句
、
、
於
坦
げ
刀
刀
刀
刀
刀
己
碗③弓尽倒能鄙、己熱筆筒的橋である。
「
小
学
校
の
固
有
精
神
』
に
付
し
扇卓也・塁津固有
な
世
界
と
一
定
あ
る
。
そ
こ
を
一
ろ
『。］澪⑪②○．豈巨一ｍ⑩
（Ⅲ）灘柳の「教育は発達である。
（Ⅱ）ドイツの教育史家Ｆ・プレヅトナーの鄙教育史』〈国警臼円
○年まで、文部大臣をしたく雪，濡冨日冒・雪留⑱馨息簿、恩
来、プロイセンの文部省に入り、一九二一年と一
師騨帝鬮地方行政学会、昭和四二年）がある。森胆よると、教
育大学における叢能教育重視のカリキュラムの噸にシュプラ
菰お現瀧のドイツの教員養成は、総合大学で行う州が多く
なり、教育大学〈ペタゴギッシェ・ホッホシューレ）で行癒
う州が少なく癒っている。ジュプランガー晩鱸の一九五○－
六○年代には教菅大学の方がずっと多かった。この変遷にっ
ン
ガ
ー
の
敦
脅
理
念
が
入
っ
て
い
る
（
三
二
四
頁
）
と
い
う
⑥
い・また、それ以前の、ドイツの教員養成に関する資料魚し
て瞳、森隆夫「西ドイツの教師」（平塚益徳他編箸『世界の教
いては、
ギ
シ
ェ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
。
麗
己
に
拠
る
。
た
だ
し
ブ
レ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
こ
の
大
学
を
「
ペ
ダ
ゴ
ッ
がある。蕊者の見解では、この欝蕊は、かえって教育の本慰
を表す印象的な言葉であると捉えうる。
が
？
本
質
を
衝
い
て
い
る
と
い
う
点
で
、
慰
味
あ
る
茨
現
で
あ
る
こ
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
襲
現
は
、
も
の
の
本
鐵
を
一
言
で
表
す
と
き
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
論
理
的
に
は
矛
繭
す
る
よ
う
に
蕊
え
る
批判されている。しかし『芸術は爆発である』（岡本太郎）と
柳の教育学の歴史的意味醤評価しつつも、この蕊は
発湾、成長、発達との同一視・混乱を生じる」（木内
ペ
ッ
ヵ
Ｉ
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
の
大
学
教
授
の
あ
と
で
一
木
濟
裕
西
ド
イ
ツ
の
教
農成
蝋
そ
の
変
化
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
九
一
六
年
以
九
二
通
’
三
『教育と
一三）と
に
課
し
鰯
4８
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初等教育教師養成騨論
参
考
文
献
善
治
訳
『
西
洋
教
督
史
鴎
萩
光
闘
鶏
店
、
一
九
六
八
年
）
、頁習悶腎】団・甸の患屋皀②房③“○琴臥鷺の回畠駒可己⑩言ユ字⑩》鄙⑥軸・
毎句再二○］ず毎制函叱Ｐ二ｍ胃］②回ヨロニの］の門】崖や『Ｐ
、ご珂蝉ご的》のＨや甸口宍匡門田の。の］嫁い計□四吋仏蒔の一一口ご砲の。（罠や句｝）。『ご即閂．
国犀耳割の旱珂昌冒・○の切○嵐○ず（の口の帛勺山色四ｍ。岫欝・国の旨』の］ずの円い｝
函日③。唄曾・園，閉冒昏ｏＨＣ圏ｍｑｍｍ蜀属⑩目処鷺の魁・訂箇凰四毫閂｝綴太一押裕「蝋ドイツの教鬮養成制度（その一）」鬮立国会図鶴鯛調
（
鴫
）
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
、
し
ば
し
ば
ゲ
ー
テ
や
ペ
ス
タ
ロ
ッ
ッ
ィ
に
篭
（
辺
〉
従
来
聴
、
学
簡
臓
い
わ
ゆ
る
文
献
を
主
と
す
る
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
村
田
昇
”
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
教
育
学
の
研
究
』
京
都
女
子
大
学
（
研
究
叢
譜
シ
ニ
プ
ラ
ン
ガ
ー
箸
・
岩
間
瀧
訳
『
小
学
校
の
閲
有
繍
神
濤
槇
露
房
、
》
九
Ｃ巨呂の巨且員の］⑩津這冨（］垣団）．（Ｆ・ブレットナＩ鵜、中森
弓
愚
息
閏
１
ｍ
ｍ
曽
寄
鼻
冒
二
房
８
９
・
胃
闘
・
『
・
壺
・
憲
戸
爵
Ｐ屋の民豈巨回ご琴嗜の岡・］②函諄
査
及
び
立
法
巻
査
局
縞
『
し
雪②この雪のご麦の・二ｍ】二巾荊どの再ｍＭＣ屋の］］の色・言琶の局〕垣②』・
号
（
昭
和
四
一
》
年
蔦
月
）
八
－
’
七
頁
。
八
一
鱸
［
復
刻
版
Ⅱ
欝
山
社
、
一
九
九
忌
年
］
洞、凰測晩○腫瀞やシ・汽ロ。罫閏『の二四餌駕員厨賀［＄『］ｍ・嶋函）ロ
代
に
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
学
問
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
礎
れ
た
業
繍
（
た
と
え
ば
建
築
や
絵
画
。
彫
刻
、
種
ど
の
分
野
で
大
学
が
禰
成
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
芯
麟
ジ
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
は
技
術
〈
例
え
ば
建
築
学
）
、
芸
術
、
体
満
、
及
し
、
蕊
礎
的
な
も
の
に
お
け
る
根
源
現
象
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
砿
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
学
潤
の
再
定
義
が
い
て
述
べ
て
い
る
。
音
楽
、
教
鴬
騨
な
ど
で
）
（唇扇。ご叫邑○冨己につ
亜四声前
Ｆ面
瀧
柳
政
太
郎
全
蕊
瀞
柳
政
太
郎
金
蝿
二
六
）
平
成
八
年
。
瀧柳政太郎全蕊第一巻・鍵際約数青学。国土社、一九七頭縮。
瀧柳政太郎全蘂第四巻・初等教育の改適。国土社、一九七九年。
潔
柳
職
次
郎
『
吾
父
瀧
柳
政
太
郎
」
蕊
山
一
湯
、
辮
柳
政
太
郎
・
小
西
璽
憧
・
憂
田
新
・
下
村
議
一
・
伊
藤
仁
醤
『
現
代
欧
米
騨
柳
政
太
郎
・
膳
瀞
耀
中
訳
・
編
、
教
育
会
出
版
部
、
大
正
一
五
年
木
内
宏
［
沢
柳
政
太
郎
の
教
育
と
思
想
』
川大学、
加
藤
低
平
萬浦藤作
（大正一
小
原
鬮
芳
・
小
林
健
二
灘
（
譽
溌
柳
教
齋
Ｉ
そ
の
生
艤
と
思
想
ｌ
』
長
旧
議
「
わ
が
国
の
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
１
運
動
と
信
州
出
身
の
教
育
瀞
（
三
）
』
森
隆
夫
「
西
ド
イ
ツ
の
教
師
』
平
塚
益
徳
繍
馨
教
脅
大
観
暁
同
文
舗
、
大
正
一
三
年
。
年
、
『
信
濃
教
育
」
蕊
九
一
八
号
（
昭
和
三
八
年
五
月
）
四
’
一
二
頁
。
行
政
学
界
、
昭
和
鴎
一
一
躯
所
蔵
〈
三
○
九
－
三
六
五
頁
）
月
hここＺ
『
小
臘
鬮
漉
の
蝿
涯
と
思
想
』
黎
明
霧
房
、
昭
和
四
二
年
。
「
耀
柳
鱒
士
傅
」
『
教
溝
間
甑
研
究
』
成
城
小
学
校
第
六
》
号
四
年
四
月
）
九
三
’
’
八
九
頁
⑥
昭
和
票
六
年
。
第
六
韓
・
教
師
と
教
師
像
。
国
土
社
、
’
九
七
七
年
。
蕊
一
○
繕
・
随
想
・
議
簡
・
年
譜
・
索
引
》
九
八
○
フ
ァ
レ
ン
ス
』
四
二
○
号
（
帝
九
八
六
年
一
ド
ゥ
ガ
ン
著
砺
ペ
ス
タ
ロ
ヅ
チ
』
粥
鬮
（明治三○年版の復刻版）
『
教
育
学
研
究
」
鑓
三
四
巻
第
》
昭
和
一
二
年
。
『
世
界
の
教
師
』
帝
国
地
方 玉
4９
